
写真１【現場の状況の説明】 

労働基準部長、工事事務所長

の挨拶後、工事事務所長が工事

概要、作業内容、進捗状況につ

いて説明した。 

写真はプロジェクターを使っ

て工事事務所長が工事概要を説

明しているところ。 

写真２【車両出入口の状況】 

工事事務所での説明後、一般

歩道を通り、現場入口に移動。 

車両出入口扉については、複

数の丸穴の開いた構造（パンチ

ングメタル）のものを使用し、

扉内外にいる工事関係者、一般

通行者、工事車両、誘導を行う

ガードマンの互いの視認性をよ

くしている。また、穴のあるこ

とで各扉は風の影響を受けにく

くなる。（工事現場出入口周囲の

見える化） 

みなとみらい 21 地区の建設工事現場で 

「安全の見える化」パトロールを実施しました。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  
 

神奈川労働局（局長 姉崎
あねざき

 猛
たけし

）では、みなとみらい 21地区の建設工事現場において、

平成 29 年夏季「安全の見える化」推進重点期間（平成 29 年 7 月 8 日～8 月 31 日）の取

組の一環として、同重点期間最終日である平成 29 年 8 月 31 日に久富
ひさどみ

康生
や す お

労働基準部長、

鶴谷
つ る や

陽子
よ う こ

職業安定部長、原田
は ら だ

聡
さとし

安全課長ほか計 4 名の職員によるパトロールを実施しま

した。 

パトロール現場は、鹿島建設（株）が施工する「（仮称）資生堂 グローバルイノベーシ

ョンセンター建設工事」（横浜市西区高島 1丁目 2番 25号）で、杉本
すぎもと

健太郎
けんたろう

工事事務所長

及び遠藤
えんどう

崇
たかし

工事課長の説明により現場の安全管理状況、安全の見える化の実施状況、建設

業で働く人の職場環境の確保状況について確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



写真３【現場地上の状況】 

地上から地下１階、２階部

分を見ているところ。 

手前の送風機で空気を地下

１、２階部分に送って、地下

１、２階部分の空気の滞留に

よる気温上昇を防いでいる。

（地下１，２階に複数の送風

機を配置し、空気の流れをつ

くっている。） 

写真４（左）、写真５（右） 

【朝礼場所・掲示板の状況】 

朝礼場所の掲示板の左上部に風

速、風向、気温、湿度、WBGT 値、

雨量をリアルタイムで測定できる

複合測定機器を設置している。 

（作業環境の見える化１） 
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写真６【測定結果の表示】 

写真４の測定器の平均風

速、瞬間風速、温度、湿度、

暑さ指数（WBGT 値）等をリア

ルタイムで表示するディスプ

レイの状況。作業中止の判断

となる平均の数値も計算して

くれる。 

（作業環境の見える化２） 

写真７【昇降階段の状況】 

乗入れ構台へ通じる作業者

の昇降階段位置を、３６０度

どの方向から見ても分かるよ

う看板用ベニヤ板の両面に表

示している。 

マルチクランプ２個を使用

して、同じ高さに表示を揃え

ている。 

（昇降階段位置の見える化） 

写真８【施工工程の掲示】 

作業者詰所の外壁面に３D

モデリング（BIM：ビルディング・

インフォメーション・モデリング）

を印刷したものを工事ステッ

プの順に掲示し、作業者に工

事のどの部分を担当している

かをより分かりやすくイメー

ジしてもらう。 

（施工工程の見える化） 

 

 

 

 

 

乗り入れ構台 昇降階段 

昇降階段の表示 



写真９【掲示板での周知内容】 

朝礼場所前の掲示板の内容。 

３・３・３運動（玉掛け時注意） 

（３秒）ワイヤーを張った状態で、

つりワイヤーが垂直になっている

か、荷の重心が偏っていないか３秒

間確認する。 

（３ｍ）ワイヤーの巻き上げ時のつ

り荷の振れに注意して、巻き上げ合

図時には玉掛け者等はつり荷から３

ｍ離れておく。（３０ｃｍ）地切りの

時は、つり荷を３０ｃｍの高さに巻

き上げた状態で、巻き上げを一旦停

止し、つり荷の安定を保持・確認す

る。 

作業中止基準 

風、雨、雪、雷、地震の程度によ

るクレーン・移動式クレーン作業中

止の基準（数値）を示している。 

中止判断責任者の役職も明示して

いる。写真４から６で説明した測定

機器のリアルタイムの数値を判断に

使用できる。 

（ルール・基準の見える化） 

 

 

（ルール・基準の見える化） 
写真１０【横断幕での周知】 

上の横断幕（作業予定になかっ

た）局所的な作業、非定常作業

を行う場合において、すぐに作

業に取り掛かるのではなく、作

業を一旦止めて、他の近接作業

の影響等を検討の上で行うこ

とについて周知。 

下の横断幕 玉掛け時のルー

ルについて周知 

（ルールの見える化） 

 

 

 

 

黄色の蛍光色の鎖 

車両通行帯（ポール・鎖の手前側） 

 

 

作業者安全通路 

（オレンジ色のポールと黄色の鎖の奥側） 

横断幕（３・３・３運動） 

 

横断幕（スポット・イレギュラー作業の一旦停止） 

 



写真１１、１２【ハーネス型安全帯の使用の重要性】 ハーネス型安全帯の使用の推奨（取材記者向け） 

現場職員にハーネス型安全帯の使用による墜落阻止後の状態を実演してもらった。工事課長がハーネス型安

全帯の実演の説明後、神奈川労働局安全専門官から、ハーネス型安全帯は、墜落阻止時の衝撃が胴部、肩部、

腿部に分散されるが、胴ベルト型安全帯の場合には胴部分に衝撃が集中するため骨折する場合もあること、ま

た、救出までの作業者の姿勢についてもハーネス型安全帯は写真のように安定し、身体に掛かる力も分散され

ているが、胴ベルト型安全帯の場合には吊られた姿勢として、身体が「くの字」に折れたり、頭部が下、足が

上側となることもあり、身体に掛る力が胴部に集中しているため、救出までに時間を要すると、呼吸困難にな

る事例があったことを説明した。（ハーネス型安全帯の効果の見える化） 

写真１３ 

【作業通路の状況】 

 工事現場内の外周部分

に、作業床と手すりを設け

るだけでなく、単管を組ん

で立体的な「作業通路」を

設けている。 

外周の作業通路が確保さ

れているため、作業現場内

の材料の間を通行する必要

がない。 

（安全通路の見える化） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吊られた状態からの再現の準備（写真１１） 墜落阻止後の吊られた状態（写真１２） 



写真１４【廃棄物の分別置場】 

 建設現場から発生した廃棄

物を廃棄物の種類ごとに袋に

分別している。その目的として

上部には「ZERO EMISSION」

－資源循環型社会を目指して

－と横断幕を掲げ、ゴミを再生

原料として利用することで、廃

棄物ゼロのシステムを構築す

ることを目指す。（エミッショ

ンは英語で排出の意） 

（廃棄物分別理由・目的の見え

る化） 

写真１５、１６【山留上端部の状況】 

 建設現場内の山留（土止め壁）部分

の崩壊を防ぐため、上部の端から１ｍ

以内に物を置かないことや車両が通

行、駐停車しないことを徹底している。 

床面に１ｍの位置に黄色のラインを

引き、また、「手すり際１ｍ以内に物を

置かない！」と表示をしている。 

 車両にもそのことを徹底するため、

運転位置から分かりやすい高さで、ト

ラ縞の単管を端から直角に６０ｃｍ突

出させ、鎖を垂らし、通行車両が山留

上部の端に近づかないよう、徹底して

いる。 

（山留上端部からの距離の見える化） 

 

 

 

（↑ 写真１５  写真１６ →） 

                         

１ｍ 

 

 

 

 

 

トラ縞の単管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６０ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真１７、１８，１９【安全通路、埋設ケーブル、分電盤、消火器の表示状況】  

 現場敷地内外周に沿って設置した単管で組み立てた屋根付きの「安全通路」とその表示。手すりを設け

ることで手前の車両通行帯と区分している。（写真１８、１９） 

 安全通路壁面に埋設ケーブルの設置位置と深さの表示をし、また、ケーブルには送電中であることを表

示している。（写真１７、１９） 

 分電盤位置の表示と消火器のイラストにより、分電盤、消火器の配置位置を示している。（写真１９） 

 

（安全通路の見える化、埋設ケーブル深さ・送電中の見える化、分電盤位置、消火器配置位置の見える化） 
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ケーブル送電中表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブル設置深さ表示 
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（写真１９） 

（写真１７） （写真１８） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （←写真２１  ↓写真２２） 

写真２０ 

【地下 1階部分の状況】 

 地下 1階部分の安全通路 

と土留め壁の状況 

地下１階部分の作業状況を

見ているところ。 

写真２１、２２ 

【通路を跨ぐ配線の処理】 

 配線を通路上部の単管枠の布

板上（夢の架け橋）を通すこと

により、作業者が地面の配線に

つまずいて転倒することを防止

している。 

（通路床面の見える化・転倒災

害防止）  

親杭（H型鋼） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横矢板（木矢板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全通路（緑色のビニールマット） 
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写真２３ 

【酸欠危険場所の明示】 

 地下ピットの蓋に「この

下開口有 酸素欠乏危険」

許 可 な し の 立 入 禁 止   

深さ２．５ｍ 」と表示し、

許可なしにピット内に入る

ことを禁止している。 

（酸欠危険場所の見える

化） 

写真２４ 

【昇降階段の状況】 

 昇降階段の側面をオレン

ジ色に塗装し、昇降階段の

位置が側面から分かるよう

にしている。 

また、「昇降階段」の表示、

足場作業床の「最大積載荷

重 １スパン ４００ｋｇ」 

の表示（法定）を色分けで

分かりやすくしている。 

（昇降階段の見える化、最

大積載荷重の見える化） 

写真２５ 

【地下階部分の施工状況】 

 地上から地下部分の施工

状況を見たところ。 

 地下 1 階部分に床材のデ

ッキプレートが張ってあ

る。 
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写真２６ 

【クレーンの状況】 

 クローラクレーン（移動

式クレーン）の根本ジブに

「吊り荷の下に入るな」の

表示をし、つり荷の下への

立入禁止により、つり荷と

作業者の接触防止について

玉掛作業従事者等に注意を

促している。 

（立入禁止の見える化） 

（クレーン災害、荷の飛

来・落下災害の防止） 

 

写真２７ 

【労働基準部長の講評】 

 工事事務所に戻り、労働

局によるパトロール講評を

行った。  

快適に作業ができる環境

となるために、いろいろ工

夫して措置を講じている現

場であると申し述べた。 

また、今後、地上部の施工

が本格化していくので、墜

落・転落防止措置の徹底に

ついて要請した。 
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写真２８ 

【職業安定部長の講評】 

 働きやすいと感じた現場

であり、若い人たちにもこ

のような現場を知ってもら

い、若い人たちの入職に繋

げていきたいと申し述べ

た。 

（職業安定部長は現場詰所

の水洗トイレ、工事事務所

に設けた男女別の更衣室及

びシャワー室の女性側の確

認もパトロール時に実施。） 

写真２９ 

【安全課長の講評】 

通路上が地ばい配線にな

らないような措置や安全通

路に緑のマットを敷いて通

路であることを明らかにす

ること等「安全の見える化」

が現場内で推進されている

ことを確認したと申し述べ

た。 

写真３０ 

【講評を受けての言葉】 

 杉本健太郎工事事務所長

は、日々変化する環境で、

コミュニケーションを大切に、

安全対策を図っていきたいと

申し述べた。 

 横浜支店羽喰
はぐい

賢一
けんいち

安全

環境部長は「働き方改革」

について、会社として取り

組んでおり、安全で快適な

職場環境を目指していくと

申し述べた。（写真） 

  

  

 


